
これまで，臨床研究と基礎研究
の両分野において，査読者として
他者の論文を査読することと，論
文投稿で査読される側の両者を経
験する機会がありました．しかし
ながら査読者として，系統立てて
査読の方法を学ぶ機会はなく，一
字一句を読みながら論文の筋道を
確認し，適切な査読ができるよう
に四苦八苦するものであると認識
していました．本書との出会いに
より，場数の経験に頼らない，系
統立てて査読するお作法を学ぶこ
とができ，視界が広がりました．
第 1章は，査読とは何かと，査
読者の役割についてわかりやすく
解説されています．第 2章では，
論文の全体像を把握するために，
査読のお作法 6つのステップを提
示し，要旨のまとめ方，研究デザ
インの型，主な統計解析が具体的
に説明されています．第 3章は，
チェックリストを活用した系統的
項目評価が解説されています．
CONSORT や STROBE などの
チェックリストを紹介し，科学的
妥当性と再現性を評価するうえで
著者が作成した査読用チェックリ
ストが提示されています．また，
バイアスと因果の評価について，
詳しく解説されています．第 4章
はシートを用いた査読の実践内容
となっています．「はじめに」の
中で，内容が観察研究の査読を想

定したものが中心であると述べて
いますが，研究の骨子は研究全般
で共通する点でありますので，本
書は，研究の種類にかかわらず，
査読するポイントを学ぶことがで
きます．また，本書から，知識の
習得のみならず，実際の査読の際
に，対応する項目を調べながら活
用することができる充実した内容
にもなっています．
タイトルにある「査読を制する

ものは論文を制する」の一文に
は，査読をする，論文を読む，論
文を書く，論文作成の指導をす
る，審査を伴う申請書の作成など
のさまざまな場面が想定されます．
臨床研究をデザインする際の福原
俊一先生が提唱するFIEM2NESS
と，本書が提唱する査読のための
PIONEER(それぞれの頭文字は，
本書をお読みください)を取り入
れ，査読のお作法 6ステップを実
施するその時から，本書に記載の
「査読は人のためならず」に納得
されることと思います．スヌー
ピーの名言が紹介されているとこ
ろを探しながら，ぜひ，幅広い
バックグランドの方々に読んでい
ただきたいです．本書で学ぶこと
により，査読のスキルアップと，
研究・論文の質が何段階もステッ
プアップするができる，なかなか
出会えない良書です．

A5判・168頁
2020年 11月

本体 3,000円＋税
ISBN-10：4903803287

ISBN-13：978-4903803289
特定非営利活動法人

健康医療評価研究機構

306 臨整外 56巻 3号・2021年 3月

書 評

査読を制する者は論文を制する
医学論文査読のお作法

大前憲史 著
福原俊一 監修

[評者〕関口美穂(福島県立医科大学医学部附属実験動物研究施設・整形外科学講座)

 

 ©
IG
A
K
U
-S
H
O
IN
 L
td
, 2
02
1 

2026/10/11 08:37:56


